
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
メ
タ
ボ
と
は

腰
の
あ
た
り
が

ゆ
る
い
キ
ャ
ラ
）
（
我
が
家
で
は

温
泉
ざ
ん
ま
い

入
浴
剤) 

（
年
金
が

減
っ
て
寿
命
が

伸
び
る
匡
）
（
後
頭
部

携
帯
使
っ
て

確
認
す
）

度
の
新
設
な
ど
を
協
議
し

た
。そ

の
中
で
、
高
齢
者
セ

ン
タ
ー
槇
山
に
６
名
の
ベ

ト
ナ
ム
人
が
働
い
て
お

り
、
居
住
条
件
や
日
本
語

の
習
得
な
ど
課
題
が
多
い

こ
と
や
来
年
度
か
ら
長
岡

市
に
も
日
本
語
学
校
が
で

き
る
こ
と
、
居
住
に
関
し

て
国
は
補
助
制
度
の
制
定

を
め
ざ
し
て
い
る
等
の
説

明
を
受
け
た
。
退
職
者
連

合
か
ら
は
、
外
国
人
の
居

住
は
縫
製
産
業
等
に
先
進

事
例
が
あ
る
の
で
意
見
交

換
す
べ
き
と
求
め
た
。

ま
た
、
後
見
人
制
度
は

現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
行
っ
て
い
る
制
度
の
進

捗
に
合
わ
せ
、
よ
り
広
く

後
見
人
の
養
成
を
図
る
た

め
、
来
年
に
も
講
座
を
開

き
、
市
民
後
見
人
制
度
の

確
立
を
め
ざ
す
と
説
明
を

受
け
た
。

次
に
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
課

題
」
に
つ
い
て
は
、
賃
金

な
ど
労
働
条
件
を
整
備
と

セ
ン
タ
ー
の
拡
充
を
強
く

お
願
い
し
た
。
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長
が
要
請
骨
子
を
説
明
し

た
。
長
岡
市
側
か
ら
、
近

藤
福
祉
保
健
部
長
以
下
５

名
が
参
加
し
た
。

最
初
に
「
第
７
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
進
捗
状

況
と
第
８
期
事
業
計
画
の

策
定
方
針
」
に
つ
い
て
、

マ
ン
パ
ワ
ー
問
題
、
後
見

人
制
度
、
認
知
症
救
済
制

１
月
24
日
、
中
越
地
域

退
職
者
連
合
は
長
岡
市
長

に
対
し
介
護
事
業
に
関
す

る
要
請
行
動
を
行
っ
た
。

要
請
に
は
、
退
職
者
連

合
の

12
名
に
小
林
連
合

中
越
地
協
事
務
局
長
が
加

わ
り
、
加
瀬
会
長
が
水
澤

副
市
長
に
『
要
請
書
』
が

手
渡
さ
れ
、
今
井
事
務
局

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

が
、
従
来
の
子
育
て
支

援
、
教
育
政
策
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。
今
後
、
回
答
内
容
と

来
年
度
予
算
案
等
を
精
査

し
回
答
の
評
価
を
行
っ
て

い
く
。
ま
た
、
４
月
以
降

に
長
岡
市
当
局
か
ら
市
政

の
重
点
政
策
等
の
説
明
を

受
け
る
学
習
会
等
も
開
催

す
る
予
定
で
い
る
。

⑤
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
、

特
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
対
す
る

啓
発
事
業
で
職
員
等
へ
の

研
修
も
強
化
し
て
い
る
。

相
談
に
あ
た
る
職
員
の
正

規
職
員
化
は
検
討
し
て
い

き
た
い
。

⑥
公
共
交
通
の
維
持
に

つ
い
て
は
路
線
バ
ス
の
維

持
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ

ス
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

な
ど
知
恵
を
絞
っ
て
対
応

し
て
い
き
た
い
。
運
転
手

の
確
保
に
つ
い
て
も
協
力

し
て
い
き
た
い
。

⑦
給
食
費
等
の｢

学
校

預
り
金｣

に
つ
い
て
は
保

護
者
へ
の
説
明
を
徹
底
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
公

会
計
化
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
き
た
い
。

⑧
保
育
無
償
化
に
よ
り

市
の
財
政
負
担
が
生
じ
る

な
い
。
退
職
者
連
合
は
、

今
後
も
粘
り
強
く
認
知
症

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。

(

今
井
事
務
局
長)

ど
に
お
い
て
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
引
き
続
き
多
文

化
共
生
社
会
の
推
進
、
誰

も
が
暮
ら
し
や
す
く
活
躍

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
た
い
。

④
医
療
福
祉
従
事
者
の

人
材
確
保
に
向
け
て
事
業

者
と
協
力
し
て
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
。
院
内
保

育
に
つ
い
て
は
地
域
枠
の

あ
る
と
こ
ろ
に
は
運
営
費

助
成
を
行
っ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
支
援
す
る
方
策
は

研
究
し
た
い
。

す
る
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

問
題
、
医
療
体
制
が
整
っ

て
い
な
い
な
ど
で
、
よ
り

よ
い
回
答
に
は
至
っ
て
い

１
月

27
日
、
昨
年

12

月
５
日
に
提
出
し
た｢

20

年
度
長
岡
市
予
算
に
関
す

る
要
望
書｣

に
対
す
る
回

答
が
、
長
岡
市
役
所
に
お

い
て
水
沢
副
市
長
か
ら

あ
っ
た
。
回
答
は
文
書
で

手
交
さ
れ
る
と
と
も
に
、

８
点
の
重
点
要
望
に
つ
い

て
は
副
市
長
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
。
説
明
後
、
回
答

内
容
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

重
点
要
望
の
主
な
回
答

は
①
働
き
方
改
革
関
連
法

施
行
に
関
し
て
の
周
知
徹

底
に
つ
い
て
、
長
岡
市
で

は｢

な
が
お
か
働
き
方
プ

ラ
ス
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト｣

を
取
り
組
ん
で
お

り
、
１
８
１
事
業
所
が
参

加
し
て
い
る
。
昨
年
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も

残
業
の
縮
減
、
休
暇
取
得

日
数
の
増
加
な
ど
の
成
果

が
出
て
い
る
。
引
き
続
き

取
り
組
み
た
い
。

②｢
就
職
氷
河
期
世
代｣

へ
の
支
援
は
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
通
じ
て
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
国
の
動
向
を

み
な
が
ら
支
援
を
強
化
し

て
い
き
た
い
。

③
外
国
人
労
働
者
の
増

加
に
対
し
て
は
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー｢

地
球
広
場｣

な

｢

総
合
事
業
の
課
題｣

に

つ
い
て
は
、
市
で
は
介
護

認
定
者
の
認
定
割
合
が
、

他
都
市
と
比
べ
て
も
低
く

実
情
に
応
じ
た
サ
ー
ビ

ス
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

の
実
施
な
ど
で
頑
張
っ
て

い
る
。
ま
た
、
国
が
示
し

た
メ
ニ
ュ
ー
を
１
０
０
％

行
な
っ
て
い
な
い
が
、
介

護
予
防
率
が
低
い
こ
と

は
、
一
定
の
理
解
を
受
け

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今

後
も
総
合
事
業
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
等
の
説
明
を

受
け
た
。

最
後
に｢

認
知
症
の
取

り
組
み｣

に
つ
い
て
は
、

集
団
検
診
時
に
、
希
望
者

に

ス

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る

が
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
が
さ

れ
て
い
な
い
。
副
市
長
か

ら
、
希
望
者
の
了
解
を
取

り
な
が
ら
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
検
討
し
て
い
く
等
の

説
明
を
受
け
た
。
退
職
者

連
合
は
、
集
団
検
診
時
に

市
の
単
費
で
希
望
者
に
認

知
症
診
断
を
行
っ
て
ほ
し

い
と
要
請
し
続
け
て
る

が
、
認
知
症
問
題
を
議
論
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中
越
地
域
退
職
者
連
合
が
要
請
書
提
出

介
護
事
業
、
認
知
症
対
策
課
題
を
求
め
る

連
合
中
越
地
域
協
議
会

第
２
回
幹
事
会
で
専
門
部
活
動
協
議

早
い
も
の
で
２
０
２
０
年
も

一
ヶ
月
ち
ょ
っ
と
が
過
ぎ
、
今

年
の
干
支
は｢

子
年｣

と
い
う
こ

と
も
忘
れ
て
い
る
方
も
お
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分

も
４
回
目
の
年
男
を
迎
え
、
生

ま
れ
た
年
の
１
９
７
２
年
は
中

国
と
の
国
交
回
復
、
沖
縄
の
返

還
、
あ
さ
ま
山
荘
事
件
等
様
々

な
出
来
事
が
あ
っ
た
年
で
し
た

▼
そ
れ
か
ら
48
年
が
過
ぎ
、
時

代
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

車
も
一
人
１
台
、
テ
レ
ビ
も
部

屋
に
１
台
、
コ
ン
ビ
ニ
は
24
時

間
営
業
で
何
で
も
購
入
で
き
る

し
、
携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ
も
高

校
生
ぐ
ら
い
か
ら
年
配
の
方
ま

で
持
つ
よ
う
に
な
り
何
時
で
も

連
絡
が
取
れ
る
便
利
な
時
代
と

な
り
ま
し
た
▼
な
ん
で
も
便
利

に
な
り
効
率
的
に
な
る
の
は
良

い
が
、
い
ざ
災
害
等
で
使
用
が

出
来
な
く
な
っ
た
り
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
り
し
た

ら
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

▼
ま
た
、
現
在
は
何
か
あ
れ
ば

ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
こ
と
が
出
来

る
し
、
ネ
ッ
ト
通
販
で
大
概
の

物
を
購
入
し
た
り
、
目
的
地
へ

行
く
の
に
地
図
を
見
ず
に
カ
ー

ナ
ビ
や
地
図
ソ
フ
ト
を
使
用
し

て
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
便
利
に

な
り
過
ぎ
て
考
え
た
り
、
覚
え

た
り
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
▼
何
で
も
慣
れ
て
し
ま
う
と

そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
り
、
普

段
使
っ
て
い
る
も
の
が
無
い
と

不
安
に
な
る
方
も
い
る
の
で

は
。
も
う
一
度
自
分
が
過
ご
し

た
不
便
な
時
代
を
思
い
浮
か

べ
、
懐
か
し
ん
だ
り
考
え
た
り

す
る
の
も
良
い
の
で
は
。 

副議長

番場 睦≪№338≫

   東蔵王２
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
過
ぎ
た
妻

寝
過
ぎ
飲
み
す
ぎ

太
り
す
ぎ
）
（
迫
っ
て
る

チ
ョ
コ
よ
り
私
の

賞
味
期
限
）
（
「
宝
く
じ
当
た
れ
ば
辞
め
る
」
が

合
言
葉) 

（
誰
や
る
の
？

炊
事
洗
濯

僕
で
し
ょ
う)
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連合見附地区支部だより

今回、見附地区支部内のＪＰ労組県央支部が取

り組んでいる福祉型労働運動を紹介します。

ＪＰ労組県央支部は３年前に見附市に誕生しま

した。いま、Ｊｐsmileプロジェクトと称して、小

さなことでも継続して人の役に立つ活動、福祉型

労働運動が行われています。これは、今までペッ

トボトルキャップは燃やされるか捨てられるかで

したが、再源料化で二酸化炭素の発生を減らし環

境にもよく、集めたキャップを買取る業者があ

り、そのお金はNPOキャップ推進ネットワークな

どを通して「世界の子供にワクチンを日本委員

会」に寄付し役に立っているそうです。従業員は

５００名以上おり、自販機が何箇所かに設置され

利用度も非常に高く、一人ひとりが意識して分別

に協力してもらえば大きな力に代わる取り組みで

す。

現在は、壁新聞や回収容器の設置を機会に自宅

で集めたキャップが支部へ持ち込まれるなどと

なってきました。キャップの汚れやシールが貼っ

てあるもの、鉄やアルミの混在等の課題もありま

すが、持ってきてくれた方の気持ちを考え対応し

ていると寄せられました。


